
被災前 H23.4.26

←黒部川

連携排砂10年経過後の状況等について

大きな粒径の土砂の供給不足により 河床低下が進行し
愛本床止め工が被災した。

土砂の供給等により海岸の砂浜が拡大している。

←黒部川
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被災後H23.7.17
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河床低下により被災した愛本床止め工

黒部市荒俣地区 昭和６０年

黒部市荒俣地区 平成２２年
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ダム下流は河床低下傾向にある
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連携排砂10年経過後の状況等について

大きな粒径の土砂がダム貯水池上流には堆積しているがダム付近にまで、まだ流れてきていない。

地点D

10～30cmの玉石が堆積し
ている(H23.11調査)

砂と砂利が堆積している
(H23.10調査)

地点C

地点A

地点D
(22.6k ダム堤体から1.9km)

地点C
(22.0k ダム堤体から1.3km)

地点A (20.8k ダム堤体から0.1km)

細かい砂が
堆積している
(H23.9調査
VCSによる柱状
採泥)

地点B

地点B (21.0k ダム堤体から0.3km)


